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米朝宣戦布告ゲームの真相  
本誌で衆院選についてばかり述べてきたので今回は目を世界に移す。 

トランプ大統領と金正恩総書記が口先で罵り合ったり、臨戦態勢を執ったりするのは本気ではな

い。「芝居」。では何の為の芝居なのか。 

1980 代から北朝鮮は核とミサイルの実験を繰り返し、長足の進歩を成し遂げ、ついに核弾頭搭

載ミサイルをグアムや米国本土の一部を射程に入れるまで漕ぎ着けた。アメリカも又北朝鮮が夢を

叶えるのを首を長くして待っていたのである。（北朝鮮の核とミサイルはスイス籍の複数のアメリカと

イスラエルの軍産企業とユダヤ系金融機関の支援に支えられている：詳しくは「小冊子」Vol.92 参

照）北朝鮮の夢は、世界一の埋蔵量（2,600 万トン）を誇る次世代のエネルギー源であるウラニュ

ームで第二のサウジアラビアになること。アメリカの夢は、中国を排除してロシアと共に北朝鮮のウラ

ニューム、その他豊富な鉱物資源を寡占すること。 

9 月 28 日から 10 月 1 日までティラーソン米国務長官の訪中の 1 日前にトランプは中国からの

全輸入品が通商法 301 条に違反していないか調査するよう大統領令を出し、中国はティラーソン

訪中 1日前に北朝鮮と取引のある中国企業を摘発、銀行取引停止処分にしてティラーソンを待っ

た。北朝鮮のエネルギー80%を担う原油は中国からのパイプラインに委ねられているからアメリカは

中国に北朝鮮のコントロールを求めて来た。北朝鮮はすでにエネルギー源を中国からロシアに切り

替え、中国からの産業、生活物資もマンギョンボン号（万景峰号）がロシアのウラジオストックと北朝

鮮の羅先港を月 8往復することでロシアに切り替えている。 

11 月のトランプ大統領・習近平会談までに習近平は恐ろしいアメリカの通商法 301 条発令を避

ける為対北朝鮮との裏取引も一時止める。ところが金正恩は米中トップ会談の最中核実験かミサ

イル発射を行い習近平のメンツを丸潰れにすることになっている。結果はアメリカの対中通商法

301 条の発令で米中関係は悪化、一方中国は北朝鮮に軍事圧力を加えざるを得なくなり中朝関

係は一触即発状態になる。トランプは中国が北朝鮮に無力であることが明らかになったのでプーチ

ン大統領に北朝鮮の制御を求めることを正当化する。金正恩はプーチンの仲介で夢にまで見たト

ランプとのトップ会談に応じる。北朝鮮との合意の基本は、北朝鮮の安全保障と経済発展の保証と

引き換えに北朝鮮が軍事目的の核実験・ミサイル発射を停止することである。しかし意図的に合意

には時間をかける。合意で緊張が早く緩和されると日本の再軍備やアメリカの軍事予算増額に悪

影響を与えるからである。だから交渉中に北朝鮮が再びミサイル発射し会合がお流れになったり、

又再開されたり合意のタイミングを探ることになる。 

対北朝鮮合意のタイミングは、中東戦争が長期化し、日本を含むアジア同盟国から米軍が撤退

した後、南・東シナ海で中国と日本を含む利害関係国との間で軍事衝突が始まり、北朝鮮による

アジアの緊張の創造が不要になる時である。 

北朝鮮のウラニューム開発は中国を排除した形で米ロ主導で行われるが日本の技術と資本が

必要なので日本と北朝鮮の平和条約が先行する。ここで拉致家族という人質の値段が決まる。中

東戦争でサウジ、その他湾岸産油国の石油施設を破壊し、原油価格を 1 バーレル 200 ドル以上

にすることで低価格の北朝鮮産ウラニュームを次期エネルギーにすべく誘導する。以上は 3 年前

からの我がシンクタンクの提案だがやっと実行する適任者（トランプ）が現れたというわけ。詳しくは

「小冊子」Vol.92 をご参照下さい。 
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